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Ⅰ 趣旨・経緯
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3 趣旨

「日野市まちづくりマスタープラン」は平成15年に都市計画法第18
条の2に基づく「概ね20年先を見据えた市町村の都市計画に関す
る基本的な方針」として策定されましたが、人口減少や少子高齢
化などへの対応を目指して、平成27年度から見直しを進めてきまし
た。

このたび、改訂原案がまとまりましたので、日野市まちづくり条例第9
条に規定された市議会での議決に先立ち、都市計画審議会に諮
問するものです。
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4 経緯

2015(平成27)
●現況調査（都市機能分布・都市基盤整備の進捗）
●将来人口推計（町丁目別人口予測）

2016(平成28)
●社会情勢の変化等を考慮した改訂の視点を整理
（日野に暮らす価値を高める⇒5つのテーマ）

2017(平成29)

●コア会議（学識3名・市民委員8名、計11名からなる会議）の開催
（6回）
●テーマ別による市民との意見交換ワークショップ（5回）
【市民：77名+職員・コンサル：45名参加】
●地域別による市民との意見交換ワークショップ（各8中学校区×1回
【市民：43名+職員・コンサル：64名参加】

2018(平成30)

●コア会議の開催（4回、計10回）
●地域ケア会議による市民との意見交換ワークショップ（5回）
【市民：171名+職員・コンサル：78名参加】
●都市計画審議会、市民まちづくり会議にて中間報告
●パブリックコメントの実施
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【１】現行MPの記載から現在大きく方針や施策が異なる文言が無いかご確認ください。

【２】実績の把握のため、既に完了した事業・項目がないかご確認ください。

【３】その他、今後（MPの目標期間は約20年先）盛り込んでおくべき項目があるかご
確認ください。

【４】現行MP策定時（平成15年）当時は他課の計画も少なく、多くの事業がまちづ
くりMPや環境基本計画への位置付けによるものが多かったですが、その後、新規で計
画を策定しているものがあると思います。もしその個別の計画が存在する場合は関連計
画にその計画を位置付け、事業の進捗管理等は個別計画に委譲していく方針です。
策定済、もしくは策定、改訂予定の計画があるかご確認ください。

【５】まちづくりMPは議会案件です。部課で連携した後、記載内容について政策判断
をお願いします。

Ⅱ 改訂のポイント
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6 改訂のポイント

現行のマスタープランの考え方を引き継ぎ、社会情勢の変化の大きいテーマを重点的に
議論し、新たに目指すべき都市像を設定、その実現に向けた方策を位置付ける

新たなまちづくりの課題に対する方針 43～46ページにイメージ図

・今ある地域資源を活用し、高齢者が元気に活動する環境を整える

・若い世代・子育て世代の働き方・暮らし方を受け入れる環境を整える

・災害に備えて地域を知り、地域の防災力を向上する

・水と緑・農地と共にある暮らしの価値を再確認し、まちづくりに活かす

・地域ニーズや地域の変化に応じて公共交通網を再編する

・市の活力となる産業をまちづくりに活かす

・地域の暮らしを支える仕組みをつくる
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7 改訂のポイント

第Ⅰ部 日野のグランドデザイン
まちづくりの基本理念と将来像

第Ⅱ部 都市計画マスタープラン
グランドデザインを実現するための
土地・建物利用のルールや整備方針

全体構想

地域別構想

第1章 日野の記憶と文化を伝えるまち
1-1 水音と土の香りがするまちをつくる
1-2 日野人・日野文化を育むまちをつくる
1-3 水と緑の自然の中で心と体の健康を育むまち

をつくる

第2章 日野の暮らしの舞台を支えるまち
2-1 安心して住み続けられるまちづくりを進める
2-2 地域の特性を活かした、持続可能なまちづくり

を進める
2-3 多様化する暮らし方を選択し、実現できるまち

づくりを進める
2-4 たくさんの人・もの・情報が交差するまちをつくる
2-5 一人ひとりが個性を輝かせ、地域で支え合う環

境をつくる

第3章 日野の人々が活発に活動するまち
3-1 買い物やレクリエーションなど毎日の暮らしを楽

しむまちをつくる
3-2 日野のまちづくりと共に歩んできた産業とこれか

らも共に歩む
3-3 農地のある暮らしを次世代へつなげる

地域別まちづくり方針 118ページ～

大坂上中、第一中、第二中、第四中、平山中、
七生中、三沢中、第三中

第Ⅲ部 今後の展望
都市計画マスタープランに描いたまちづくりを
実現するための仕組み

まちづくり基本計画 58ページ～
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【１】現行MPの記載から現在大きく方針や施策が異なる文言が無いかご確認ください。

【２】実績の把握のため、既に完了した事業・項目がないかご確認ください。

【３】その他、今後（MPの目標期間は約20年先）盛り込んでおくべき項目があるかご
確認ください。

【４】現行MP策定時（平成15年）当時は他課の計画も少なく、多くの事業がまちづ
くりMPや環境基本計画への位置付けによるものが多かったですが、その後、新規で計
画を策定しているものがあると思います。もしその個別の計画が存在する場合は関連計
画にその計画を位置付け、事業の進捗管理等は個別計画に委譲していく方針です。
策定済、もしくは策定、改訂予定の計画があるかご確認ください。

【５】まちづくりMPは議会案件です。部課で連携した後、記載内容について政策判断
をお願いします。

Ⅲ 計画の概要

計画書をご覧ください



2019/2/8
9

Ⅳ パブリックコメントの結果
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１．実施期間

平成30年12月1日（土）から平成31年1月9日(水）まで

２．周知方法

（1） 「広報ひの」平成30年12月1日号に記事を掲載

（2） 市のホームページにも記事を掲載

３．素案の掲示方法

（1） 市のホームページに、平成30年12月1日から平成31年1月9日までの間、

電子データを掲示、印刷・ダウンロード可能に

（2） 都市計画課窓口、七生支所、豊田駅連絡所、市内全図書館に、閲覧用

の素案を配置
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意見提出手段 提出者数（個人・団体） 件数

（１）持参 0 0

（２）郵送 5 12

（３）電子メール 11 43

合計 16 55
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詳細は別紙一覧表をご覧ください

内 容 件数

大規模工場移転後の跡地利用 10

防災・防犯 8

移動手段の確保 5

共働き世帯への支援・若者の働く場
の保障

4

計画の実現方策 4

環境に配慮した住環境 3

医療施設・買い物 3

2020プラン等他計画との整合 3

内 容 件数

緑地保全 2

技術革新への対応 2

日野市版コンパクトシティの定義 2

情報発信・情報公開 2

外国人観光客対応 1

市南部での区画整理事業実施 1

顔の見える関係づくり 1

高齢者の生活支援 1

用語（暮らし方の目標） 1

中高年の行動に合わせた地域区分 1

本計画の策定体制 1

55

パブリックコメントの結果
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Ⅳ 今後のスケジュール
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14 今後の予定

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

日野市まちづくり条例に基づく市民まちづくり会議での審議を経て、
3月市議会に議案上程

都市計画審議会中間報告

市民まちづくり会議中間報告

パブリックコメント募集

都市計画審議会諮問

市民まちづくり会議諮問

市議会議案上程


